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◎和 (わ)菓 (が)子 (し)にの歴 (れき)史 (し)や種 (しゅ)類 (るい)について◎


◎６月 (がつ)に食 (た)べる和 (わ)菓 (が)子 (し)について◎	


第九四号 (だいきゅうじゅうよんごう)


６月 (がつ)１６日 (にち)は全国 (ぜんこく)和菓子 (わがし)協会 (きょうかい)が和菓子 (わがし)の日 (ひ)と制定 (せいてい)した記念 (きねん)日 (び)です。平安 (へいあん)時代 (じだい)、仁 (にん)明天皇 (みょうてんのう)の時代 (じだい)に疫病 (えきびょう)が萬栄 (まんえい)してしまった事 (こと)から元号 (げんごう)を『嘉 (か)祥 (しょう)』へ変え、嘉 (か)祥 (しょう)元年 (がんねん)６月 (がつ)１６日 (にち)に、厄 (やく)除 (よ)けを願 (ねが)い16個 (こ)の菓 (か)子 (し)や餅 (もち)を供 (そな)えた嘉 (か)祥 (しょう)の儀 (ぎ)式 (しき)が行 (おこな)われていました。嘉 (か)祥 (しょう)の儀 (ぎ)式 (しき)は、めでたい行 (ぎょう)事 (じ)として江 (え)戸 (ど)時 (じ)代 (だい)まで続 (つづ)きましたが、明 (めい)治 (じ)時 (じ)代 (だい)になると廃 (すた)れてしまいます。そこで全 (ぜん)国 (こく)和 (わ)菓 (が)子 (し)協 (きょう)会 (かい)が、和 (わ)菓 (が)子 (し)の素 (す)晴 (ば)らしさを後 (こう)世 (せい)に伝 (つた)える為 (ため)に制 (せい)定 (てい)したのが、和菓子 (わがし)の日 (ひ)（嘉 (か)祥 (しょう)の日 (ひ)）の由 (ゆ)来 (らい)です。弥生 (やよい)時代 (じだい)には和菓子 (わがし)の原型 (げんけい)となる米 (こめ)や穀物 (こくもつ)の粉 (こな)で作 (つく)った餅 (もち)や団 (だん)子 (ご)が作 (つく)られており、平 (へい)安 (あん)時 (じ)代 (だい)に入ると『椿 (つばき)餅 (もち)』や『青 (あお)佐 (さ)』など美 (うつく)しく加 (か)工 (こう)された菓 (か)子 (し)が作 (つく)られ始 (はじ)め、『源 (げん)氏 (じ)物 (もの)語 (がたり)』にも登 (とう)場 (じょう)しています。この頃 (ころ)までは、和菓子 (わがし)は朝廷 (ちょうてい)に献上 (けんじょう)される為 (ため)の物 (もの)でしたが、室町 (むろまち)時代 (じだい)に入 (はい)ると日本 (にほん)の伝統 (でんとう)文化 (ぶんか)・茶道 (さどう)と共 (とも)に発 (はっ)展 (てん)していきました。江 (え)戸 (ど)時 (じ)代 (だい)に入 (はい)り、８代 (だい)将 (しょう)軍 (ぐん)・徳 (とく)川 (がわ)吉 (よし)宗 (むね)が砂 (さ)糖 (とう)作 (づく)りを進 (すす)めたことで、砂糖 (さとう)をふんだんに使 (つか)う和 (わ)菓 (が)子 (し)も京 (きょう)都 (と)を中 (ちゅう)心 (しん)に作 (つく)られるようになりました。和菓子 (わがし)は、水分 (すいぶん)の含有量 (がんゆうりょう)によって『生菓子 (なまがし)』『半生 (はんなま)菓子 (がし)』『干菓子 (ひがし)』の3種 (しゅ)類 (るい)に分 (わ)ける事 (こと)が出 (で)来 (き)ます。生 (なま)菓 (が)子 (し)には大 (だい)福 (ふく)や団 (だん)子 (ご)。半生 (はんなま)菓子 (がし)には最中 (もなか)や羊羹 (ようかん)。干菓子 (ひがし)には落雁 (らくがん)や金平 (こんぺい)糖 (とう)などがあります。


2026年 (ねん)6月 (がつ)1日 (にち)　栄養 (えいよう)管理室 (かんりしつ)


宮中 (きゅうちゅう)では、６月 (がつ)１日 (たち)に『氷 (ひょう)室 (しつ)の節 (せつ)会 (かい)』と呼 (よ)ばれる儀 (ぎ)式 (しき)があり、献 (けん)上 (じょう)された氷 (こおり)を食 (しょく)して暑 (しょ)気 (き)払 (ばら)いをする習 (しゅう)慣 (かん)がありました。氷 (こおり)が手 (て)に入 (はい)らない庶 (しょ)民 (みん)は、氷 (こおり)をまねて作 (つく)った『水 (み)無 (な)月 (づき)』という和 (わ)菓 (が)子 (し)を食 (た)べる事 (こと)で夏 (なつ)バテ予 (よ)防 (ぼう)をしていました。三 (さん)角 (かく)の形 (かたち)は氷 (こおり)をイメージしており、小 (あずき)豆は邪 (じゃ)気 (き)払 (ばら)いという意 (い)味 (み)が込 (こ)められています。また、６月 (がつ)の花 (はな)である紫陽花 (あじさい)や青梅 (おうめ)をモチーフにした和菓子 (わがし)も有名 (ゆうめい)です。

※水 (み)無 (な)月 (づき)、青 (お)梅 (うめ)、紫 (あ)陽 (じ)花 (さい)の和 (わ)菓 (が)子 (し)の写 (しゃ)真 (しん)は右 (みぎ)上 (うえ)に掲 (けい)載 (さい)されています。


紫陽花 (あじさい)の和菓子 (わがし)


水 (み)無月 (なづき)


青梅 (おうめ)の和菓子 (わがし)
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